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　温室効果ガス観測衛星GOSATの観測したスペクトルデータから太陽光励起クロロフィル蛍光

（Solar-induced chlorophyll fluorescence: SIF）が算出可能であることが報告されて以来、SIFと総一次生産

（GPP）との強い相関関係に基づいたGPP推定や陸域生態系モデルの予測精度向上に関する研究が多く行われ

ている。2018年にはGOSAT-2が打ち上げ予定であり、SIFデータを用いて陸域生態系モデルVISITの予測精度

を高め、L4プロダクト（全球温室効果ガス吸収排出量・濃度）の信頼性を向上させること求められている。そ

のための準備としてGOSATのSIFデータとフラックスタワー観測のGPPの比較や統計解析によってSIFがGPP推

定にどれだけ寄与しうるかを調べた。本発表では、GOSATのSIFについて紹介し、フラックスデータとの比

較、機械学習（ランダムフォレスト回帰）を用いたGPP推定によって調べたSIFの寄与などについて報告す

る。また、GOSATで観測されたSIFに含まれるランダムノイズの除去処理や実際にモデルへ用いる上での問題

点についても報告する。
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